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【CHINA COAT 2015 出展レポート】 

 

2015年 11月 18 (水) ~ 11月 20日 (金) 中国上海市浦東にて、塗料・インキ業界における世界最大展示会の一

つである国際塗料展示会「CHINA COAT 2015」が開催されました。当社はブースを出展するとともにテクニカ

ルセミナーを開催しましたので、以下にご報告申し上げます。 

 

 

「CHINA COAT 2015 概要」 

 1996年に始まった CHINA COATは今年で 20回目。当社は 2002年より継続して出展しており、今年で 14度

目の出展となりましたが、ここまで継続的に出展している企業は珍しいそうです。当社がいかに中国市場を重視

しているか、お分かり頂けますでしょうか。 

出展企業は計 1,150 社。石油元売りを始め樹脂、顔料、添加剤、硬化剤、粘接着剤、塗料、インキ、装置・設

備メーカーなど様々な企業が出展していました。会期中は残念ながら天候には恵まれなかったものの、3日間合計

でなんと 2.9 万人もの来場者があったようです。出展企業の約 8 割は開催国である中国が占めていましたが、日

本、台湾、韓国、アメリカ、インド、フランス、ドイツ、サウジアラビア、UAE、エジプトなど、世界各国から

企業が集結しました。広大な会場には主張性の強い鮮やかなブースが多く、見せ方に趣向を凝らした展示物、製

品見本、紹介パネルが数多くありました。そうした各社各様のブースにおいて、営業スタッフや技術スタッフが

ユーザーとの意見交換を通して新たなビジネスを探索する様子はまさに圧巻！本展示会が世界有数の展示会であ

ることを強く実感しました。 

 

当社は毎年、中国の現地法人である晟化(上海)貿易有限公

司と連携して出展の準備・運営を行っております。今回の出

展では本社、晟化(上海)の他、四日市工場、大阪支店、KH 

Neochem Singaporeから計 10名が参加し、当社製品を積極

的にアピールしました。また、2日目にはテクニカルセミナ

ーも開催し、お客様と活発に情報交換を行いました。 

 

 

「出展内容」 

・ブース出展 

KHネオケムのコーポレートカラーである青、ピンクが清潔

感のある白地に映え、当社のブースは他社と比べても非常にス

タイリッシュなデザインであったと思います。また、パネルの

向きやディスカッションスペースの広さなどについては、これ

までの経験を活かしたデザインに仕上げたことで、多くのお客

様をお迎えすることができました。 
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ブースでは、当社の製品ラインナップの中から DAAM/ADH、

ジオール、脂肪酸、アルコールをパネル、ポスター、技術資料

を用いて紹介しました。特に、水系塗料の性能を向上させる当

社の機能性材料 DAAM/ADH は注目度が高く、多くのお客様

に来訪頂きました。周囲のブースでも水系塗料に関連した商材

を紹介している企業が多く、環境に対する意識の高まりが感じ

られました（負けられません！）。また、過去の出展と比較し

て今回は、樹脂、塗料の性能を向上させるジオール、脂肪酸、

高級アルコールに関心を示すユーザー数が増加したことも印

象的でした。

 

 

・テクニカルセミナー 

2日目午後にはテクニカルセミナーを開催しました。開発推進部員、晟化現地スタッフにより DAAM/ADH及

びジオールの物性、反応機構、使用例など詳細なプレゼンテーションを行いました。DAAM/ADHの最大の特徴

である「一液常温自己架橋システム」によるハンドリングの良さや、ポリオール系樹脂にジオールを使用した際

の耐衝撃性や耐候性の向上といった特徴的な製品特性に対して、来場頂いたお客様から専門的なご質問を多数頂

戴し、活発な情報交換を行いました。中にはセミナー後も当社ブースへ来訪頂いて、さらに詳細な情報交換を求

められるお客様もあり、当社製品に対する関心の高さが強く伝わってきました。 

        

 

 

「最後に」 

中国で起きている経済・環境両側面での急速な変化に対して、当社が柔軟に対応し、販路の拡大を目指してい

くためには、CHINA COATのように中国本土で開催されている展示会へ実際に出展し、成功を収めることは非常

に重要なことです。また、製品紹介を通じて新規顧客探索・市場調査を行うことはもちろんですが、当社スタッ

フを通じて多くのユーザーに当社を知って頂くことは、当社のプレゼンス向上や社員の人材育成に繋がるため、

大変貴重な機会であると考えています。 

当社は、ブースやセミナーに来訪頂いたユーザーとの繋がりを大切にしながら、新たに得られた情報・経験を

今後の製品展開に活用していきたいと思います。 

次回もご期待ください！ 

 


